
日本高度実践看護学会 優秀演題表彰に関する内規 

 
(名称) 

第１条 本賞は、日本高度実践看護学会優秀演題賞（以下、優秀演題賞）と称する。 

 

(目的) 

第２条 本賞は、一般社団法人 日本高度実践看護学会 学術集会運営規程の第 5 章第 14 条２項

に基づき、高度実践看護による先駆的な研究や実践報告であり、高度実践看護の発展に寄与する

と認められるものを優秀演題として選出することを目的とする。 

 

(表彰の対象) 

第３条 日本高度実践看護学会において発表されたすべての口演および示説演題の中 で、最も

秀でており、高度実践看護の発展に寄与すると認められる演題の筆頭者および共同研究者に授与

する。 

 

(選考方法) 

第４条 表彰の選考に関する事項は、この内規に基づき別に定める優秀演題賞選考に関する内規

に定める。 

 

(表彰の時期) 

第５条 表彰は当該年度の日本高度実践看護学会内で行う。 

 

(運営) 

第６条 本内規に定めるもののほか、運営に必要な事項は別に定める。 

 

(附則) 

1)この細則は、令和 2 年 7 月 4 日より施行する。 

2)令和８年 2 月 1 日に細則から内規に変更し、一部改訂する。 

 

 



日本高度実践看護学会 優秀演題賞選考に関する内規 

 
(目的) 

第 1 条 この内規は、日本高度実践看護学会 優秀演題表彰に関する内規第 4 条（選考方法）に

基づき、「日本高度実践看護学会優秀演題賞」の選考に関し必要な事項を定める。 

 

(作業班の設置・選考委員の構成) 

第 2 条 学術集会長は選考に関わる作業班（選考ワーキンググループ、以下選考 WG）を置く。 

2 選考 WG のメンバーは大会実行委員で構成する。 

3 選考 WG のリーダーは学術集会長とする。 

4 選考 WG のリーダーおよびメンバーが候補者となる場合、選考に加わることができない。 

 

(選考) 

第 3 条 選考基準は、「高度実践看護による先駆的な研究や実践報告であり、高度実践看護の発

展に寄与すると認められるもの」とする。 

2 別に定める選考基準を用いて合議により受賞候補の演題を若干数選出する。 

3 採択が決定した演題の中から、選考 WG は受賞候補の演題を選出する。 

4 複数の候補が挙げられた場合、選考 WG 内の合議によって受賞候補の演題を若干数に絞る。 

 

(表彰) 

第 4 条 受賞者には学術集会長より賞状と副賞を授与する。 

 

(附則) 

1)この細則は、令和 2 年 7 月 4 日より施行する。 

2)令和８年 2 月 1 日に細則から内規に変更し、一部改訂する。 

3)令和 8 年 5 月 23 日に、定款第 9 章第 41 条の改訂に伴い、学術集会大会長から学術集会長に呼

称を変更する。 

 

 

日本高度実践看護学会 優秀演題賞選考基準 
1)  研究や実践報告としての体裁が十分に整っている。 

2)  研究の場合は、その成果や得られた知見が十分に示されている。 

3)  実践報告の場合は、高度実践看護の実践意義や課題が十分に示されている。 

4)  研究や実践報告の内容から、発展性および将来性が期待できる。 

5)  1)から 4)の基準をすべて満たしている。 


